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文責 堀江 泰賢 

【生徒信条】『今日よりは 幼心を打ち捨てて 人となりにし 道を踏めかし』 

『 Ｈｏｐ！ Ｓｔｅｐ！ Ｊｕｍｐ！ ～ 守る 学ぶ 楽しむ ～ 』 ～ 第３学年 修学旅行の実施 ～ 

先週１１月８日（月）から１０日（水）までの３日間、第３学年は修学旅行に行ってきました。本来は、昨年度、

２年生で実施予定だったものを、新型コロナの影響で今年度に延期し、さらに９月実施の予定を１１月に再延期し、

旅行先も県内（佐世保周辺）に変更しての実施でした。初日は、無窮洞・川棚魚雷試験場跡・大崎公園・浦頭引揚記

念資料館・佐世保重工業（SSK）を見学し、9 日（火）は、針尾無線塔・西海橋（新旧）・七ツ釜鍾乳洞・長崎バイ

オパーク、最終日はハウステンボスを見学しました。あいにくの天候でしたが、３日間の旅行で、「規律ある行動」や

「学び、知識を広める」、「心の触れ合いと思い出づくり」という修学旅行の目的を達成できたと思います。特に、３

日間の生徒の行く先々での行動が大変すばらしく、立派に成長している生徒たちを誇らしく思うとともに、これまで

の学年職員を中心とする本校の先生方の指導・支援の賜物であると感じました。３年生諸君には、卒業までの残りの

学校生活を充実させ、希望の進路の実現と将来の自己実現へ向けて、より一層努力してくれることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♬ 豊かなる島に育ちて・・・ ～ 第１学年 水産教室が開催されました ～ 

今月２日（火）、１年生を対象に「水産教室」が開催されました。当日は、

県北漁業士会、舘浦漁協、県北水産業指導普及センター、平戸市水産課の皆さ

んを講師にお迎えして、シイラやアジ、イカなど、地元でとれた水産物を利用

して、魚のさばき方や食材を生かした料理作りの体験学習が行われました。 

子ども達は、各班に分かれて、アジのパン粉焼きやイカのチリソースなどを

調理し、おいしくいただくとともに、地域の水産物の豊かさや、生き物の命を

いただくことのありがたさなど、たくさんのことを学んでいたようです。 

『 元気もらおう！ 元気おくろう！ 元気になろう！ ～ 山中 勉 先生と勉強しよう ～ 』  

～ ２年生の国語科で遠隔授業が行われました ～ 

去る１０月２７日（水）に、国語科の遠隔授業が行われまし

た。この授業は、昨年度まで、国語科を担当していた青﨑先生

が、教科書に出てくる教材の著者「山中 勉」先生の『地球人の

あいさつを交わそう』という取組に参加していたことがきっか

けで実現しました。当日は、今年度の国語科担当の小楠先生の

事前指導の下、学校と東京をＺｏｏｍでつなぎ、講師の山中勉

先生とやり取りしながら、連句づくりに取り組みました。この 

連句は、この取組に参加している国内の他の小中学校の児童生徒で、お互いに上の句と下の句を作って完成させるも

のです。また、授業の後半では、現在、航空・宇宙事業などで有名な（株）ＩＨＩで国際宇宙ステーションの運行に

も関わっておられる山中先生から、宇宙や国際宇宙ステーションなどについてのお話を伺いました。 

今回作った「みんなの連句（交わしたエール）」は、来年２月に、世界中から明るく輝く星として見える国際宇宙ス

テーションにロケットで打ち上げられるそうです。とても素敵な取組で、今からとても楽しみです。 

 


